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今
回
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で

最
も
注
目
を
集
め
て
い
る

の
が
、
主
要
特
急
列
車
の

自
由
席
を
廃
止
し
、
全
席

指
定
に
す
る
と
い
う
前
例

の
な
い
取
り
組
み
だ
。「
サ

ー
ビ
ス
向
上
の
一
環
」
と

す
る
Ｊ
Ｒ
側
に
対
し
、
今

後
は
否
応
な
し
に
５
３
０

円
の
指
定
席
料
金
が
発
生

す
る
と
あ
っ
て
、「
こ
れ

は
実
質
的
な
値
上
げ
で
は

な
い
の
か
」
と
い
う
批
判

的
な
声
も
少
な
く
な
い
。

　

対
象
と
な
る
の
は
、
札

幌
―
函
館
間
の
「
北
斗
」

（
５
両
中
２
両
）、
札
幌
―

室
蘭
間
の
「
す
ず
ら
ん
」

（
５
両
中
３
両
）、
札
幌
―

帯
広
間
の
「
と
か
ち
」（
４

両
中
１
両
）、
札
幌
―
釧

路
間
の「
お
お
ぞ
ら
」（
同
）

の
４
列
車
。
こ
の
ほ
か
、

札
幌
―
旭
川
間
の
「
か
む

い
」
と
「
ラ
イ
ラ
ッ
ク
」
は
、

自
由
席
車
両
が
現
行
の
４

両
か
ら
２
両
に
半
減
さ
れ

る
。
た
だ
、
将
来
的
に
は

全
席
指
定
化
さ
れ
る
可
能

性
も
ゼ
ロ
で
は
な
い
だ
ろ

う
。

　

札
幌
―
網
走
間
の
「
オ

ホ
ー
ツ
ク
」（
３
両
中
１

両
）、
旭
川
―
網
走
間
の

「
大
雪
」（
同
）、
札
幌
―

稚
内
間
の
「
宗
谷
」（
４

両
中
１
両
）、
旭
川
―
稚

内
間
の「
サ
ロ
ベ
ツ
」（
同
）

に
つ
い
て
は
、
自
由
席
が

残
さ
れ
た
も
の
の
、
こ
ち

ら
は
石
北
線
、
宗
谷
線
自

体
が
存
続
の
危
機
に
瀕
し

て
お
り
、
穿
っ
た
見
方
を

す
れ
ば
、「
あ
え
て
手
を

付
け
な
か
っ
た
」
と
も
受

け
取
れ
る
。

　

Ｊ
Ｒ
側
は
全
席
指
定
化

に
踏
み
切
っ
た
理
由
に
つ

い
て
、

 

「
確
実
に
着
席
し
た
い
と

い
う
乗
客
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
た
」「
途
中
駅
に
比
べ
、

始
発
駅
の
ほ
う
が
着
席
し

や
す
い
と
い
う
不
公
平
感

を
解
消
す
る
た
め
」

　

な
ど
と
説
明
し
て
い
る

が
、
こ
の
論
理
に
は
矛
盾

を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

長
年
に
わ
た
り
、
道
内

外
で
多
く
の
特
急
列
車
に

乗
り
続
け
て
き
た
筆
者
の

視
点
か
ら
、
全
席
指
定
化

の
矛
盾
点
や
問
題
点
を
挙

げ
た
い
と
思
う
。

　

ま
ず
、「
確
実
な
着
席

へ
の
ニ
ー
ズ
」
だ
が
、
年

末
年
始
や
お
盆
、
Ｇ
Ｗ
な

ど
の
混
雑
期
に
、
そ
う
い

っ
た
要
望
が
高
ま
る
の
は

理
解
で
き
る
。
な
ら
ば
増

結
や
増
便
で
対
応
す
べ
き

で
あ
り
、
自
由
席
不
要
論

に
結
び
つ
け

る
の
は
ナ
ン

セ
ン
ス
だ
。

　

実
際
、
混

雑
期
以
外
は

指
定
席
が
空

い
て
い
る
こ

と
も
珍
し
く

な
く
、
む
し

ろ
少
な
い
自

由
席
の
ほ
う

が
混
ん
で
い

る
と
い
う
状

況
を
何
度
も

目
に
し
て
き

た
。
空
い
て

い
る
な
ら
安

い
自
由
席
に
、

と
考
え
る
の
は
当
然
だ
ろ

う
。

　

そ
も
そ
も
、
年
間
を
通

し
て
指
定
席
の
ニ
ー
ズ
が

そ
れ
ほ
ど
高
い
の
で
あ
れ

ば
、
現
状
の
よ
う
な
経
営

難
に
陥
っ
て
い
な
か
っ
た

は
ず
だ
。
Ｊ
Ｒ
の
料
金
シ

ス
テ
ム
に
は
「
最
繁
忙

期
」「
繁
忙
期
」「
通
常
期
」

「
閑
散
期
」
と
い
っ
た
区

分
が
あ
り
、「
最
繁
忙
期
」

は
通
常
期
の
指
定
席
料
金

に
４
０
０
円
、「
繁
忙
期
」

は
２
０
０
円
を
上
乗
せ
し
、

「
閑
散
期
」
は
２
０
０
円

を
減
額
し
て
い
る
。

　

こ
の
利
用
状
況
に
応
じ

た
料
金
変
動
制
が
、
Ｊ
Ｒ

各
社
の
中
で
北
海
道
の
み

適
用
さ
れ
て
い
な
い
。
北

海
道
な
ら
で
は
の
特
殊
な

事
情
も
あ
る
の
だ
ろ
う
が
、

本
州
な
み
の
爆
発
的
な
ピ

ー
ク
が
な
い
こ
と
の
証
し

と
も
い
え
よ
う
。

「
自
由
席
不
要
論
」の
矛
盾

　

Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
３
月
16
日
に
ダ
イ
ヤ
改
正
を
実
施

す
る
。
最
近
の
「
改
正
」
は
、「
Ｊ
Ｒ
側
に
と
っ
て
の
」

と
言
い
た
く
な
る
よ
う
な
、
利
用
者
の
メ
リ
ッ
ト
が

少
な
い
内
容
ば
か
り
で
あ
る
が
、
今
回
は
主
要
特
急

列
車
の
自
由
席
廃
止
と
い
う
初
の
試
み
に
、「
選
択
肢

を
奪
う
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
」
と
い
う
不
満
の
声
も
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
５
つ
の
無
人
駅
が
姿
を
消
す
ほ
か
、
根
室

線
の
富
良
野
―
新
得
間
が
、
ダ
イ
ヤ
改
正
後
の
３
月

31
日
を
も
っ
て
廃
止
に
。「
改
正
」
の
名
の
も
と
に
、

駅
と
路
線
の
縮
小
が
止
ま
ら
な
い
。

（
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
・
内
海
達
志
）

▲こうした表示も、まもなく見納めになってしまうのか――
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